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―これまでの研究内容を教えてください。

私の専門は、高分子化学・ナノ材料工学です。高分子というより、プラスチックといったほうがイメージしやすい
でしょうか？世の中には、汎用的に広く利用される高分子、生体や環境にやさしい高分子（生体適合性・生
分解性高分子）にあふれています。私の研究室では、これら高分子からなる一群の2次元ナノ材料（ナノシー
ト・ナノディスク・ナノリボンなど）を独創的かつ簡便な手法で創製する技術を研究開発しています。これを基
盤技術とし、人類の健康や医療、環境に役立つ研究につなげることを目標に掲げています[文献1] 。

学生時代、恩師の武岡真司教授（早稲田大学先進理工学部）のもとで、生体に存在する高分子（タンパ
ク質）や脂質の集合体からなる血中投与可能なナノ粒子を開発してきました。特に、ナノ粒子に止血能を付
与する、いわば止血に関与する血小板という細胞を人工的につくるテーマでした[文献2-4] 。非常に挑戦的
なテーマでもあり、毎日楽しく研究することができました。人工血小板のプロトタイプが完成した次の段階とし
て、血小板のような円盤状の粒子をつくろう、という展開を図りました。後輩の藤枝君（現東京工業大学 講

師）とともに、基板の上に微細な加工を施してドット状のパターンを描き、素材となる高分子をドット部分だけ
に塗ることで、円盤構造を得る計画でした。しかし、ある時、ほとんど目に見えない薄い物体が基板全体から
剥がれました。実はこれがナノ薄膜です。ナノ薄膜は失敗から生まれたナノ材料なんです。私はポリ乳酸という
生分解性プラスチックからなるナノ薄膜を初めて創製し、胃を縫う代わりに貼って治す医用応用例を発信しま
した[文献5] 。

2009年から3年間、ドイツのボン大学生命医科学研究所（Thorsten Lang研究室）に留学しました。指導
を受けたLang教授は、生物物理・顕微鏡イメージングが専門で、神経細胞や血液細胞のイメージング技術、
画像解析技術を学びました[文献6,7]。これまでモノづくりが専門でしたので、異分野に飛び込んだことになり
ます。留学当初は正直不安もありましたが、丁寧に指導して頂くことができ、本当に貴重な経験でした。その
一方で、ノウハウに依存したイメージングに関する課題を実感したのもこの時でした。これをモノづくりの立場で
解決したい、という思いが現在の研究にも繋がっています[文献8-10] 。

2012年から東海大学に着任し、現在に至ります。これまでの知見をベースに、上述したように新しい2次元
ナノ材料（ナノシート・ナノディスク・ナノリボンなど）を開発しています。いずれも面をもつユニークな形状を有し
ていることから、いろいろな界面と2次的に面接触できる相互作用（高い接着性）が生まれます。これを基盤
技術とし、工学的なアプローチで、医学、光学、香粧品学の研究領域との融合を図っています。これまで、
臓器縫合術の代替、感染防止材、止血材、骨再生治療、薬物運搬体、診断材料などの応用例を提案
しています[文献11-18] 。
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－マイクロ・ナノ研究開発センターでの活動について教えてください。

2014年から5年間、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「高分子超薄膜から創成する
次世代医用技術」の採択を受けて設立された「マイクロ・ナノ研究開発センター」では、超薄膜を“創る”チー

ムのリーダーとして、各学部学科の先生達との共同研究を行ってきました。現在は、医理工融合マテリアル研
究チームのリーダーを務めております。センターはまさに異分野融合拠点であるので、マテリアルをベースに連
携、共同研究を推進していければと思います。

－研究のモチベーションは何ですか？？

ありきたりですが、モノづくり屋としての私の研究のモチベーションは、誰かが必要というものを作って、世の中に

出したいという思いです。難しい製法で、ごく微量しか作れない特効薬のような素材もいいですが、私は、簡
単で誰にでも作れるものを開発したい。「簡単だとまねされるよ」と忠告されたこともありますが、まねされてもい
いんです。誰でも同じように作れてこそ、世の中に広がるからです。研究は、予想通りにいくことはほとんどなく、
紆余曲折した末に、ようやくゴールにたどりつきます。後から振り返れば、なぜ「最短距離」の道が分からなかっ
たのだろうかと思いますが、一定の目標に達した時の達成感はたまらないですね。

－学生の皆さんへメッセージをお願いします。

一見独立したようにみえる学問を「線」に繋げて見ると楽しくなります。それが研究です。私の専門の化学でい
うと、有機化学・無機化学・物理化学の分野に大別されます。学部3年生までは、各々の講義科目名で履
修し、勉強します。各々の分野を学ぶことはとても重要ですが、教科書が分かれているせいか、独立した学
問のように錯覚してしまう。いわゆる「点」で終わってしまいかねません。研究をスタートした皆さんは既に感じて
いると思いますが、研究に分野は関係ありません。「点」を「線」に繋げたからこそ見えてくるものや考え方があり
ます。このつながった瞬間が面白い。さらに、化学以外の異分野との融合研究は、2次元の「線」が3次元に
繋がるからまたまたたまらない。日々勉強だと思います。当たり前に使っている身近なものや身近に起こる現
象を、なんでだろう？と不思議に感じ、わからなければ調べる、試してみる。それが新しい発想に繋がるし、人
生が楽しくなる。一度きりの人生ですから、楽しく面白く生きたい。私はそう感じています。
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